
援農ボランティア事業とは

都市住民の農業理解と担い手不足に対応すべく―、
|‐
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現場で農作業の手伝いを行う「援農ボランテイア」を育成し、ボランテイアの受

け入れを希望する農家に紹介を行う事業です。

「援農ボランティア」として登録するためには、見沼グリ■ンセンタニにお

いて開催される:農業研修を修了することが冬竹
です91‐|■■11■ |‐

‐

○ボランティア登録～開始まで

①ボランティアは、原則として、無償ポランティアですP I li‐ ||■ |■■||
そのため、交通費、食事代などは自己負担となりますので、ご理解願います。

②市は、受入希望農家・ボランティアの紹介事でを率1壻菅‐■FIい
方 の

紹介後の、作業内容等についての つ

|いただきます。            | ‐ ‐ ‐||||■ ||||||1111:■||■ |

③農作業に必要な農機具(鍬、鎌、ハサミ、かごなど)については、依頼農家側で用意

|をお願いしますが、1個人的に使用する造真(作業1着:帽子t手袋等)はボランテイア
‐
登録者各‐自でご用意く―ださい。          |         ‐

④通勤1作業申め事故等にっいては、自弓章III.さすていただきます。作蕃内脊につ

いてはt依頼農家とよく相談し、無理な作業は行わないようにしてください。

路r=ξl■牌聟またF匙[1:f藁象言潜貫醤:纂
での活動になります。マナTを守つた活動をお願いします。         |

研修修了後、援農ボランテイアに登録

市から依頼農家の紹介・案内

現地説明会 0依頼農家へ直接Fo5い合わせ
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